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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、子どもの客観的・主観的に評価した座位行動の実態を示すと伴に、
座りすぎ(長時間の座位行動)の健康・学力・体力への影響及び決定要因を縦断コホート研究デザインにて明らか
にすることである。首都圏の住民基本台帳より無作為に抽出した小学生を対象としたコホートと学校のコホート
の2つのコホートを対象とし、郵送法および留置法による質問紙調査及び加速度計7日間連続装着による座位行動
の評価及び関連要因を調査した。本研究期間をとおし、子どもの座位行動を減少させるための根拠であるアウト
カムとの関連のみならず、座りすぎを引き起こす原因を特定することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this longitudinal cohort study was to identify both the 
correlates as well as the influence of sedentary behavior on children’s health status, academic 
performance, and physical fitness. The study was carried out on a cohort of elementary school 
students who had been randomly selected from residential registries in the Tokyo Area and public 
school. Participants filled out self-administered questionnaires that included questions about 
sedentary behaviors, sociodemographic and other related variables, along with an accelerometer. The 
study identified the correlates and causes of sedentary behavior such as excessive sitting, with an 
eye to reducing sedentary behavior among children.

研究分野： 発育発達学、健康教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、子どもの座位行動を減少させるための根拠であるアウトカムとの関連のみならず、減らすべき座
位行動の種類・量や座りすぎを引き起こす原因が特定できた。本研究の成果は、研究の質が担保された日本の子
どもの座位行動減少のためのエビデンス蓄積に貢献することができ学術意的意義のある研究であると言える。ま
た、本研究で成人後の座位行動習慣及び健康に大きく影響を与える子どもの座位行動を効果的に減少するための
方策が構築できた点は、社会的な意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
子どもにおいても、成人同様座位行動(座りすぎ)は心身へ悪影響を与えることが示されている。

しかしながら、子どもの 1 日の座位時間は約 9 時間にも上る。そのため、子どもの健康増進を
考える上で座位行動を減少させる効果的な介入策を確立することは喫緊の課題である。 
座位行動減少のための取り組みを行う際には、行動疫学の枠組みに則り、座位行動と健康アウ

トカムの関連を検討した後、子どもがどれくらい座位行動を行っているかを評価し、その座位行
動に関連する要因を検討し、その要因に働きかけを行うことが必要である。しかし、先行研究の
レビューによれば、質の高い手法(活動量計等客観的方法の採用や大規模での検討)による座位行
動の評価やアウトカムの関連、関連要因の検討が行われているものは少ないことが問題として
挙げられている。また、これら質の高い研究はすべて国外からの知見であり、わが国においては
皆無である。 
諸外国では、子どもの座位行動時間を減少すべくガイドラインが示され、介入研究が行われて

いる。しかし、エビデンスとして示された座位行動に関連が認められた要因に着目した介入では
なく、現場の感覚にて手探りで行われているのが現状である。また、身体活動を推進するための
介入を行いその副次的な効果として座位行動を検討している研究がほとんどであり、座位行動
を効果的に減少させるための介入ではない。そのため、質の高い手法にて子どもの座位行動を評
価し、それに関連する要因を解明し、その要因に着目した座位行動に特化した介入戦略を構築す
ることは世界的に重要な課題である。また、日本ではどの世代の者においても諸外国に存在する
座位行動減少に向けた指針を作成できるまでのエビデンスはない。そのため、日本の子どもにお
けるエビデンスの構築は急務である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、子どもの客観的・主観的に評価した座位行動の実態を示すと伴に、座りすぎ

(長時間の座位行動)の健康・学力・体力への影響および決定要因を縦断コホート研究デザインに
て明らかにすることである。具体的には、2 つのコホートを対象に縦断調査(2 年間の追跡)を行
った。コホートⅠは、住民基本台帳より無作為抽出した児童 2,400 名とし、その座位行動の決定
要因および健康影響を調査した。また、コホートⅡでは、小中一貫校の児童 600 名を対象とし、
地域より無作為抽した対象では精確な評価が難しい学校での体力や学力テストの指標を使用し、
座位行動の長期的影響を検討した。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、地域から無作為抽出した小学生 2,400 名(コホートⅠ)および 1 学校区の小学校の

児童(コホートⅡ)を対象に、2年間の追跡調査を行った。無作為抽出の方法は、各町丁の居住人
数および男女比で重み付けし、1世帯から 1名のみを抽出した。調査に回答のない対象者につい
ては、2週間後に督促を行った。コホートⅡについては、学校長より調査に協力の同意が得られ
ている 1 学校区の小学校の全児童を対象とし調査協力を依頼した。学校長より児童の保護者に
研究参加の意向を尋ね、同意が得られた児童を調査対象とした。調査の方法は、郵送法および留
め置き法での質問紙の回答および加速度計装着を依頼した。アウトカム評価で必要な体力およ
び学力のデータについては、該当児童のデータを学校より得た。質問紙調査への回答は、回答の
妥当性および信頼性の観点からいずれも保護者より子どもに聴取し、代理回答とした。調査項目
は、場面別の座位行動や座位行動のパターンを質問紙および加速度計にて測定し、さらに、環境
的要因(自宅近隣環境や学校環境、自宅内環境など)、心理的要因、社会的要因、社会人口学的要
因(保護者の要因等)の関連要因に加え、精神的・身体的健康を質問紙にて調査した。初年度は、
ベースラインデータの収集および客観的・主観的座位行動の特徴を記述疫学的に明らかにする
ことを目的に調査を実施した。2年目は、初年度に取得したベースラインデータを使用し、座位
行動に関連する要因の特定およびアウトカムとの関連を横断的に検討した。最終年度は、初年度
と同様の対象・項目にて追跡調査を行い、これらの関連を縦断的に検討した。 
 
 
４．研究成果 
(１)研究の主な成果 
初年度に取得したベースラインデータを使用し、座位行動に関連する要因の特定およびアウ

トカムとの関連を横断的に検討した。調査・測定を完遂した者を対象とし、座位行動に関連する
要因として自宅内や自宅近隣、学校内の環境要因を特定した。また、座位行動および身体活動の
多寡が学業成績および体力、体格へ与える影響を検討した。座位行動および身体活動ともに、推
奨ガイドラインの基準を満たしている者は満たしていない者よりも体格の指標が良好であった。
たとえば、ガイドラインで示されている 1日 60 分以上の中等度以上の身体活動を実施した週あ
たりの日数および 1 日のスクリーンタイム(テレビ・ビデオ視聴、テレビゲーム・コンピュータ
ーゲーム利用、インターネット・パソコン利用)時間の調査結果をもとに、身体活動は毎日 60分
以上行っている者/それ未満の者で、座位行動については 1 日 2 時間より多いもの/それ以下の
者の 2群に分け、これを組み合わせた 4群(①高身体活動/低座位行動群、②高身体活動/高座位



行動群、③低身体活動/低座位行動群、④低身体活動/高座位行動群)で体格指標(身長、体重から
ローレル指数；体重[kg]/身長[cm]3*107 を算出)の差を検討した。この 4群でローレル指数の差
を性および学年を調整変数とし分散分析にて検討した。その結果、調査に協力が得られ、データ
に欠損のない 581 名(男子 48.2%)を解析対象とした。分散分析の結果、4 群間に有意な主効果
(F(3,577)=4.65, p=0.003)が認められ、多重比較の結果④低身体活動/高座位行動群(125.6)は
③低身体活動/低座位行動群(121.3)よりも有意にローレル指数が高かった(p=0.029)。本研究の
結果より、身体活動が十分でなく座位行動が多い子どもは座位行動が少ない子どもよりも体格
指標が良好ではないことが示された。しかし、身体活動および座位行動の多寡によるすべての群
におけるローレル指数の平均値は、標準的な体格に分類される値であった(図１)。 
最終年度は、初年度と同様の対象・項目にて追跡調査を行い、2年間の座位行動の変化に影響

を与える決定要因の特定および学業成績、体力、体格との因果関係を縦断的に特定した。たとえ
ば、余暇スクリーン時間および身体活動の多寡が学業成績へ与える影響を検討した。余暇スクリ
ーンタイムおよび身体活動ともに、推奨ガイドライン(余暇スクリーンタイム 1 日 2 時間以上/
未満、1日 60 分以上の身体活動を行っている/いない)の基準に基づき、①高身体活動/低座位行
動群、②高身体活動/高座位行動群、③低身体活動/低座位行動群、④低身体活動/高座位行動群
の 4群でその後の学業成績が良いことへの影響を検討した。その結果、座りすぎであまり動かな
い児童よりも座りすぎではなくあまり動かない児童は 2.03 倍、座りすぎではなくよく動く児童
は 2.74 倍、男子では 4.10 倍その後の学業成績が良いことと関連していた。つまり、よく動いて
いる/動いていないにかかわらず、余暇スクリーン時間で座りすぎであることは学業成績が悪い
ことと関連していることが示された（表１）。 
これらの研究成果より、本研究期間をとおし、子どもの座位行動を減少させるための根拠であ

るアウトカムとの関連および座りすぎを引き起こす原因を特定することができた。 

図１. 身体活動および座位行動状況によるローレル指数の差 
 
 

表１. 身体活動および座位行動状況が学力に与える影響 
 
 全体 男子 女子 
 OR 95% CI OR 95% CI OR 95% CI 
高座位行動/低身体活動 ref.   ref.   ref.   
低座位行動/低身体活動 2.03 1.10-3.75* 2.06 0.86-4.95 1.83 0.75-4.46 
高座位行動/高身体活動 0.96 0.39-2.40 0.61 0.15-2.44 1.59 0.45-5.60 
低座位行動/高身体活動 2.74 1.17-6.42* 4.10 1.19-14.17* 1.85 0.55-6.21 

 
 
(２)得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
本研究により、大規模なサンプルの児童を対象に、国内外ともに質の高い手法にてエビデンス

が不足している座位行動の実態を明らかにするとともに、その決定要因およびアウトカムへの
影響を検討し、論拠に基づいた効果的な座位行動減少方策への示唆を得ることができた。世界的
にも子どもの座位行動減少ための効果的介入方策は確立されておらず、その背景にある健康ア
ウトカムとの関連、また子どもの座位行動の精確な実態および関連要因は質の高い手法にて日
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本では検討されていない。子どもの頃の座位行動習慣はそれ以降にも持ち越されることから、子
どもの座位行動を減少させることは日本国民全体の健康増進を進める上で重要課題である。本
研究の成果は、日本ではこれまで軽視されていた座りすぎという行動に着目し、子どもの健康増
進のために効果的な座位行動減少支援策の構築を行う初めての研究であり、社会的にインパク
トのある知見が得られた。 
 
 
（３）今後の展望 
 座位行動減少のための取り組みを行う際には、行動疫学の枠組みに則り、座位行動と健康アウ
トカムの関連を検討した後、子どもがどれくらい座位行動を行っているかを評価し、その座位行
動に関連する要因を検討し、その要因に働きかけを行うことが強く推奨されている。そのため、
本研究課題により児童の座位行動と身体的・心理的健康との関連およびその実態や座位行動を
行っていることに関連する特徴を明らかにした。これらの結果を踏まえ、今後は世界的にも確立
されていない子どもの座位行動減少ための効果的介入方策を構築していくことが必要となる。 
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